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監 事    塩尻 点  

監 事  土谷 長子   

  

 

 

 

監査報告書の提出について 

 

 本会定款第 42 条 監事監査等に関する規程に基づき、別紙のとおり監

査報告書を提出いたします。  

 

以上  

  



  2021年度 監査報告書 

  

本会監事 塩尻点、同 土谷長子は、一般社団法人兵庫県社会福祉士会（以下、「同会」とい

う。）第 23 回総会(2021年 3 月 27 日開催)、および第 25 回総会(2022 年 3 月 26 日開催)の議

決に基づき、2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日までの期間について記載された同会の事

業報告および貸借対照表、収支計算書等の計算関係書類（以下、「計算関係書類」という。）の

内容について、同会理事会の職務執行状況を示す報告、説明および各種書類に基づいて監査

を行いました。 

それらについて、以下のとおり報告いたします。 

 

 

１．監査方法の概要 

各監事は、事業報告および計算関係書類の内容について監査を行うにあたり、同会定款に

基づいて理事会その他重要な会議に出席した他、本会定款、規程、規則に基づいて各担当理

事、各委員会の長、事務局長および各担当者からその職務の執行状況を聴取し、重要な決裁

書類等を閲覧し、本会および各委員会において事業及び収支の状況を調査し、必要に応じて

各委員会の長に対し活動の報告および説明を求めました。 

また、会計担当理事および事務局担当者から報告および説明を受け、計算関係書類、附属

明細書および証憑などの各種書類を確認し検討を加えました。 

土谷監事は、主に事業報告・会計報告に関する書類を精査し書面監査をしました。 

 

２．監査の結果 

（１）各種事業に関する報告は、同会の事業執行状況を正しく示しているものと認めます。 

（２）計算関係書類は、同会の予算執行および財産の状況を正しく示しているものと認めま

す。 

（３）計算関係書類、附属明細書および証憑は、記載すべき事項を正しく示しており、指摘

すべき事項は特にありません。 

（４）理事会の職務遂行に関する不正の行為または法令もしくは同会定款、規約、規程、規

則に違反する重大な事実は認められません。 

 

３. 意見 

（１）事務局管理業務と事務局管理費の整合について 

    新しい通信ツールやデータ管理ソフトの活用等による管理業務の合理化は始まった

ばかりと考えられます。事務局の勤怠管理についてもデジタル化を実施し、新しい受

託事業管理にも活用できるようになりました。引き続き事務局管理業務の実態に見合

うよう規程の改訂をするなど、諸規定と事業運営の実態の整合に努力してください。 

    受託事業の管理業務が増え続けていますので、事務局が担当している多様な管理業

務について、会員理解が進むように発信していただきたいです。 

 

（２）事業予算策定と予算執行管理について 

公益法人向け会計ソフトを活用し、事業ごとの支出を期中でも確認することができ、

法人全体の予算執行管理が透明性を増しています。しかし、各種事業の予算策定と予



算執行管理の精度に問題があります。受託事業の補正予算措置を実施することが定例

になりつつあるので、事業ごとに運営管理責任を持つ担当理事の権限等にも踏み込ん

で、事業計画作成の段階から予算の執行管理について議論する必要を感じます。 

また、昨年度の監査時にも指摘しましたが、受託事業に依存しない当会独自の自主事

業開発についても議論を始めて欲しいと思います。 

 

（３）withコロナ時代の事業運営管理について 

    新型コロナ対応として、対面予定研修のオンライン実施が一層進んだ 1 年でした。

研修運営管理のデジタル化に伴う業務内容や事務局員間の業務分担に変更が生じてお

り、コスト軽減につながる側面も大いにありました。。 

    当会は、公益性の高い受託事業や独自研修を企画運営しており、事業内容は年々変

化しています。社会福祉士の専門性を地域の生活課題解決に活かしていくために、地

区ブロックや各種委員会等をむすびつけて新たな活動を模索していく必要があります。 

 

（４）法人資金の計画的な活用について 

    ここ数年の収支の改善は評価できます。withコロナ時代にふさわしい社会福祉士会

の活動については、事業継続性を考慮し資金繰りをしていく必要があります。具体的

には「設備整備についての積み立て」、「事務局人件費についての積み立て」、「災害対

応についての積み立て」を実施することになると思いますが、積み立て金の使途を明

確にし、会員が納得できる資金計画を策定していくことを提案します。 
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